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市北大路一丁目9番 5号 晴嵐市民センター 雷537-0743

令和 3年  3月 27日

41臓号 L350

《晴嵐学区の人口統計》

令和 3年 2月 1日 現在

※ ( )内は前年度同期増減数

総人口 男子 女子 世帯数

17, 827人

(+14)

8, 585人

(-4)

9, 242人

(+18)

8, 158世 帯

(+90)

4月

4月

4月

4月

4月

3日 (土)晴嵐保育園 つばさ保育園

6日

8日

8日

9日

石山くじら保育園

(火)大津あいあい保育園
(木)晴嵐小学校 (午前)
(木)北大路中学校・粟津中学校 (午後 )
(金)晴嵐幼稚園 清和幼稚園

☆場 所 :晴嵐市民センター横
☆開室日 :毎週水日程日 14:

:毎週土曜日 10:

【いこいの家。図書室】

00～ 16:00

00～ 12:00 13:00～ 15:00

☆おはなしポケットの年間開催予定 ※毎回 10時 30分～H時 30分

大型絵本 紙しばい パネルシアター ベープサート 人形劇 映画会等
<年間6回> ①5/8  ②7/10  ③9/H  ④12/1l  ⑤3/12
<場   所>  いこいの家「多目的室J ※事前申込みはいりません。
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堂迪璽鸞餡鯰憮諦心魃羮酬
日が長くなり、ぽかぽか陽気に誘われて外遊びが気持ちよくできる絶好の季節

を迎えます。しかし、遊び場所まで安心して行ける道が少ないのが現実です。ま

ず私たち大人が、今一度、余裕のある運転や横断歩道での確認、事故が予測され

る箇所での徐行運転を十分に心がけていきたいものです。

☆スクールゾーン・キッズゾーン等における安全確保

☆高齢者ドライバーを含む高齢者の交通事故防止

☆横断歩道利用者ファースト運動の推進

3月 15日 (月 )～

4月 15日

コミュニティ図書のメンバーを募集しています。活動を体験していただくのも

大歓迎です。関心のある方は、ぜひ晴嵐図書までお越しください。

和 3年度 晴嵐コミュニティ図書開館のご案



勝 瀬田唐橋
近江八景「瀬田の夕照」で名高い名橋。古くは瀬田の長橋とも呼ばれ、 日本書
紀にも登場します。京都に通じる軍事 。交通の要衝であったことから幾度となく

戦乱の舞台となりました。織田信長により現在の状況 (大橋・小橋)に整備され

たといわれています。

さて、オリンピックや世界選手権の代表選考会として開催されてきた 「びわ湖

毎日マラソン大会」は、先頃第 76回を最後に終了しました。実況アナウンサー

の「唐橋を制するものは天下を制す」と話す、アスリート達の激走をたたえる声を聞くことができないのは寂

しい限りですが、鈴木健吾選手の 2時間4分 56秒の日本新記録樹立は、伝統ある大会にふさわしい偉業とな

りました。このマラソン大会は、沿道の多くの地域ボランティアの協力の下で、安全に運営をされてきました。

大会運営に長く尽力いただきました地域の皆様に心より感謝いたします。

瀬田の唐橋ほど、歴史の中にひんばんに登場する橋はないだろう。西国と東国とを結ぶのがこの橋だったの

である。古くは壬中の乱で、大友皇子の軍が橋の中興の三丈を切り、攻め寄せる大海人皇子の軍を防ごうとし

たという。(中略)橋こそが交通の要路であった。戦争の時この橋をめぐって激しい攻防がおこなわれるのも、

当然のことなのである。橋をかけるということは、その川を征服することであった。そのため魂鎮 (た ましず)

のために橋のたもとには川の神.様である竜神をまつる祠が建てられるのだ。

橋上にとぐろを巻いて交通を邪魔していたムカデを俵藤太が退治した物語は、人間すなわち文明が自然を征

服したことを意味している。瀬田の唐橋は交通にとっても、また暮らしの水を守るという意味でも、実際にま

た象徴としても実に重要なポイントなのである。

「大津ふるさと紀行」 年発行)P148よ り抜粋～

二月両に 熊イkね ものや 瀬口のお とこ

琵琶湖やあたクのFこのテベるψ‐■雨■こ力〕ナんでいるψ4さ ″ 潅瀬国の唐橋だけ′ム 諷こヽ隠 され
るごとなく、長々とまたわって見な 4~いる。

式キ (も ののふ)の  やばせのなは逹けイにビ

急がぼロイt 瀬口のよお
〃琶湖を左るのだ、ズ務″〕う大″だ″るたι″ぼ腱禾ヽ

=。

ιかι、Z叡山ゆ う質
き下ろ夕強風だあおうれた クιで遅れた ク転覆 ιた クすることもあるのこ 芝

〃 クιで確実だ瀬田ら刷髪彰わ たなうが良い。ごとわぎ ノ跡7がた権ア′Zプ の″

来となった一乞

き野 を瀬口の 蛍かな口ιこ式 る とこ

まだ目の店 |こ焼きフいている間蟻た ち吉野″ α 彰 ∽ ψを今おιだたた'ι ι〕夕の瀬日の多 ツ プ をな

ιて乱〃 ιている。

※句の解釈はネット検索したもの中から掲載しました。


